
52 週スタディ

５週 創造の御業

質問８．神はご自身の聖定を、どのように実行されますか。

答えⅠ 神は、ご自身の聖定を、創造と摂理の御業において実行されます。

質問９．創造の御業とは何ですか。

答えⅠ 創造の御業とは、神が、すべてのものを無から、ご自身の力ある言葉

によって、六日間で、極めてよく造られたことです。

解説

聖定の実行

神の聖定とは、神の本質の中にあるものとして不変のものです。従って神の

ご計画は必ず実行されます。神は永遠の昔から行おうと計画なさったことを実

行なさいます。神は永遠の前から万物を造ろうと聖定し、それに従ってすべて

の万物は創造されました（黙 4:11）。そして神は、万物を保たせ、統治なさる摂



理の御業において、その聖定を実行なさいます（ダニエル 4:35）。

創造の御業

「創造」という単語は、何もない所、無から、何かを造られたことを意味しま

す。これは、すでにあったものを用いて形態を整えて造る事とは異なります。

神は、既に存在してある中から、形態があるようにされたのではなく、何もな

い無からすべてが存在するようにされたのです（創 1:1、ヨハネ 1:3、ロマ 11:36、

Ⅰコリント 8:6、黙 4:11）。もし、宇宙のすべての万物が自ら存在していたと仮定

するなら、それは神の統制から外れ、独立的に動くはずです。しかし、すべて

の万物は、神が創造し、神の支配下にあります。

神は言葉によって造られた

神は言葉によって創造されました。もし、人が何かを作ろうとすれば材料と道

具が必要です。ところが神は、そのような物を必要とされませんでした。神は、

言葉によって天と地を造られました（詩 33:6）。神の力ある言葉によって何もな

い中からすべてが造られました（ヨハネ 1:3）。イエスさまもお言葉によって海を

静まらせました（マタイ 8:26－27）。

神が造られたものは完全なもの

神が始めに造られたものは欠陥がなく、完全でありました。神の全能の力に

よって造られたからであり、神の御心と目的はいつも善であるからです。それ

で神は、その造られた者をご覧になり、非常に喜ばれました（創 1:31）。しかし、

人間の堕落によって罪が世界に入り、罪が被造物を苦しみの中に押し込みまし



た（ロマ 8:22）。

六日創造

神はすべての万物を、一瞬にしてすべてを造られる方であったけれど、六日

の間に世界を創造されました。そして、七日目には休まれたのですが、それは

私たちに、神の創造の秩序を理解するようにさせるためです。

神は、第一日に天を創造し、地と水を創造しました。そして光を創造しまし

た（創 1:1－5）。第二日には、大空を創造し、大空の上にある水と、大空の下に

ある水とを区別されました（創 1:6－8）。第三日には、地を覆っている水を一所

に集め、海と名づけ、乾いた地を陸地とされました（創 1:9－13）。第四日には、

太陽と月と星を造り、天に置かれました。それらによって夜と昼をつかさどら

せ、季節と、日と、年があるようにさせ、動きと役目と用度を付与なさいまし

た（創 1:14－19）。第五日には、水からは魚などを、空には飛ぶ鳥を造られました

（創 1:20－23）。最後に、第六日には、すべての獣と地をはうものを造られました。

そして最初の人間を造られました（創 1:24－31）。

創造の目的

神が、すべての万物を造られたのは、ご自身の栄光を現すためです（詩 33:6、

黙 4:11）。世界の万物を通して神の御力と善を見ることができます。すべての万

物には秩序があって、多様性あるように造られたのを見る時、私たちは神の知

恵を賛美するようになります（詩 104:24）。神はすべてのものを造られ、最後に

人間を造りました。人間に必要なすべてのものを供給してくださる神の善が、

創造にも現れます。



私たちは創造の目的から、神の力と知恵と善について確信するしかありませ

ん。さらに神は、私たちの不足を満たすためには、何でも造れるという信仰を

持つことができます。そういうわけですから、どのようにして荒野で食卓を備

えることができようかと、疑問を抱いてはなりません（詩 78:19）。


